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１ 問題の所在と研究の目的

 
学校現場でも大学院でも「指導案」という言葉が飛び交っている。 
その言葉を聴くたびに筆者は「残念な気持ち」になる。なぜなら、彼らが意識している

かいないかにかかわらず、それは指導者＝教師中心の視点で物事を考えていることを露呈

してしまっているからである。学習当事者＝児童生徒の学びを引き出すためのプランとし

て、せめて「学習指導案」と明示的に言語化してほしいと思う。 
1990 年代の前半、「新学力観」の登場、「一斉指導型授業の否定／生徒主体型授業への転

換」が叫ばれ、「ディベート実践」の流行の最中に、成田（1994:156-160, 1997:111）は、

子供の側の視点で書き直す社会科本時の学習指導案として「指導案」から「予察案」への

転換を提案した。しかし、その主張はまぼろしの如く消え去ったかに見えた。 
2007 年に開設された本学附属国際中等教育学校では、現在、IB／MYP（国際バカロレ

ア／ミドルイヤーズプログラム）の Unit Planer（単元計画書）のもとで授業実践が行わ

れている。この Unit Planner は新しい教育学・カリキュラムデザイン論のもとで考案さ

れた、極めて優れたカリキュラムデザインシートである。しかし、これは、学校文化とし

て根付いてきた「学習指導案」の様式からかなりかけ離れているので、一般の学校での単

元・本時のデザインシートとして援用するにはかなり時間と労力を要する。 
2017 年 3 月、『小学校学習指導要領』及び『中学校学習指導要領』が公示され、初めて

おかれた「前文」に、すべての児童生徒を「持続可能な社会の創り手となることができる

ようにすること」、そして、児童生徒の「主体的・対話的で深い学び」を引き出すこと、す

べての教師にとっての「各学校においては, 児童や学校, 地域の実態を適切に把握し, 教育

の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと, 
教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと, 教育課程の実施に必要な人的

又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくことなどを通して, 教育課程に

基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を図っていくこと（カリキュラム・

マネジメント）」が重要性であることなどが強調された。 
そこで、本研究の目的は、新しい教育学・カリキュラムデザイン論をもとに、新学習指

導要領が強調する「主体的・対話的で深い学び」と「カリキュラム・マネジメント」に向

かうために、極めてシンプルかつ奥の深い「曼荼羅 Mandala シート」を開発し、その具体

的実践の例証をすることにある。 
なお、この研究は、東京学芸大学教職大学院の中で共通するコンセプトを有する「曼荼

羅 mandala シート」を援用・実践してきた二人の実務家教員（特命教授）、今井文男・成

田喜一郎の協働による実践研究である。そして、2017 年 4 月 15 日、今井を理事長とし、

成田が代表を務める「e-カリキュラムデザイン曼荼羅普及会」（略称「e-カリ曼荼羅普及会」）

を立ち上げ、理論と実践との架橋・往還をめざした普及活動の一環でもある。 
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２ 研究方法：「プログラムデザイン曼荼羅」から「 カリキュラムデザイン曼荼羅」へ

本研究は、先行する実践史の研究（prior research）を踏まえ、新しい教育学・カリキュ

ラムデザイン理論の研究（theoretical study）をもとに、そして、具体的実践の例証

（illustration）をもって目的に迫る。

⑴ 先行する実践史の研究（prior research）
⑵ 新しい教育学・カリキュラムデザイン理論の研究（theoretical study）
⑶ 具体的実践の例証（illustration , 以下の３・４を参照）

⑴ 先行する実践史研究（prior research）
学校文化に根強く残る「教案」→「指導案」→「学習指導案」の文脈を超えて、学習当

事者の学びのデザインを現代的文脈においてドラスティックに変革するには、IB／MYP
の Unit Planner の援用・導入を図るのが一番の近道である。しかし、先述したように一般

の公立学校でしかも新人・若手の教師が増大する中で、連綿と続いてきた「学習指導案」

文化に対置するには時間的にも労力的にも極めて困難である。 
そこで筆者（今井・成田）は、ファシリテーターによるワークショップのプログラムデ

ザインのための中野民夫（2003:51）の「プログラム・デザイン・マンダラ」、三田地真実

（2009:846）の「プログラムデザイン曼荼羅図」（図１）をもとに、学校教育におけるカリ

キュラム（とりわけ単元や本時）のデザインのための「曼荼羅 Mandala シート」（e-カリ

キュラムデザイン曼荼羅）を開発することにした。 
 

 
図１ プログラムデザイン曼荼羅図例（三田地 ）
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⑵ 新しい教育学・カリキュラムデザイン理論の研究（theoretical study）
中野（ ）・三田地 のプログラムデザインシート（曼荼羅 Mandala）を

ベースに、IB／MYP の「Unit Planner」やインテル教育支援プログラムの「単元プラン

シート」など優れたカリキュラムデザインシートに通底するウィギンズ , マクタイ（2012）
の「理解をもたらすカリキュラム設計（UbD）」理論を援用し、「e-カリキュラムデザイン

曼荼羅」を開発した。

通常の学習指導案は、単元名に始まり、順に単元の目標・単元の評価規準・単元の学習

指導計画・本時の展開案などと詳細かつ linear（直線的）に記述されていく。これに対し

「e-カリキュラムデザイン曼荼羅」では、中野・三田地のプログラムデザインシート（曼

荼羅 mandala と同様、A4 判１枚でカリキュラムデザインができ、しかもねらい（問い）

を中心に、第一象限から時計回りに起・承・転・結で展開するカリキュラム（とりわけ、

単元・本時）の全体像が俯瞰できるところに大きなメリットがある。 
そして、もっとも大きなメリットは、そのカリキュラムデザインの方法にある。 
小文字の「e」を書くように、曼荼羅の中心部に問いやねらいを設定し、起（導入）・結

（終結）・転（展開Ⅱ）・承（展開Ⅰ）の順にデザインしてゆく。いわゆるカリキュラムの 
逆向き型のデザインである。ここで結（終結）・転（展開Ⅱ）・承（展開Ⅰ）・起（導入）の

ように単純なる逆向き設計にしなかったのは、以下のような意図があるからである。 
① 起（導入）：学習当事者が、いかに自分事として中心部にある「単元や本時をめぐる

問いやねらい」に基づく学びに向かえるか、興味・関心を引くしかけや動機づくりのデザ

インの重要性からまず起（導入）から記述することにした。 
② 結（終結）：中心部にある「単元や本時をめぐる問いやねらい」のもとにいかなる省

察（reflection）や観想（contemplation）を行うか、学習当事者の深い「学びの履歴」の

言語化・可視化を引き出す振り返りの方法をデザインする重要性から、その次に結（終結）

を記述することにした。 
③ 転（展開Ⅱ）：中心部にある「単元や本時をめぐる問いやねらい」に迫る「山場」と

しての展開Ⅱをデザインする。ここは、学習当事者が主体的（対話的）に問いやねらいに

向かう象限として位置付けた。 
④ 承（展開Ⅰ）：中心部にある「単元や本時をめぐる問いやねらい」に可能な限り自分

事として向かうために、転（展開Ⅱ）と起（導入）とを接続する象限として位置付けた。 
⓪ 中心部：①から④に先立って、「単元や本時を超えたり、貫いたりする問いやねらい」

を書く。「e-カリキュラムデザイン曼荼羅」は、起・承・転・結で展開過程を俯瞰するだけ

ではなく、起・結・転・承の逆向き型設計をする際の「肝」に当たる部分がこの中心部に

ある。単に単元を貫く問い（Unit Question）や本時のねらいにつながる問い（Content 
Question）だけではなく、本単元や教科を超えた「本質的（で根源的）な問い」（Essential 
Questions , 深くて永く続く問い）を想定することを推奨したい。（注１） 

「本質的（で根源的）な問い」は、これまでの学校文化としての「学習指導案」の様式

には明示されることはなかったが、しばしば結果として単元の実践過程や、他教科を含む

複数の単元にまたがって学習当事者や実践者によって創成されたり生成したりしてくる

「本質的（で根源的）な問い」があった。ウィギンズ／マクタイ（2012）のカリキュラム

デザインの中でも重要な位置を占める「本質的（で根源的）な問い」を予察的・意図的に
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想定することで、教科横断型カリキュラムのデザインに道を拓くことになる。 
しかも、一見抽象的な「本質的（で根源的）な問い」が学習当事者にその単元や本時の

学びに向かう意欲や態度に火をつけたり、単元や教科を超えた「つながり」を意識させた

りするのである。これまで教師から発せられる「問い（発問）」などには正解が用意されて

いることが多く、その「問い」に応答するのは正解を知っているか、知らないかで学習当

事者は容易に応答や挙手もできない。しかし、「本質的（で根源的）な問い」は、かならず

しも正解は用意されておらず、多数解もありうる問いであり、いわゆるこれまでの「受験

学力」の高い学習当事者だけではなく、その高低にかかわらず応答が可能となったり、深

くて永く続く問いとして抱えたくなるような問いとなったりする。時に、授業者である教

師もかならずしも正解を有するとは限らない問いなのである。 
先行き持続可能か不可能かせめぎ合う時代において「持続可能な社会の創り手」となる

には、そうした「本質的（で根源的）な問い」を抱え愛し、応答をめざす学習当事者とな

ることが不可欠であろう。 
さて、中野（2003:51）・三田地（2009:846）、本稿で示した「e-カリキュラムデザイン曼

荼羅」に共通するのは、「曼荼羅 Mandala」である。 
筆者（成田）が教育学的文脈で初めて「曼荼羅 Mandala」に注目したのは、1994 年、

材木屋を経営するカウンセラー・大須賀発蔵との出会いによってである。大須賀（1987:167）
は、東寺の講堂にある立体曼荼羅（大日如来を中心とした仏像群）の中で講堂の四隅に立

つ多聞天・広目天・増長天・持国天（四天王）の存在が、みずからの「生涯の課題として

いるカウンセリングやグループ・アプローチの基本構造を、見事に表現していることに気

づいた」というエピソードを語られた。 
とかく教師は、多弁になりがちで（多弁天）、善意であるかもしれないが、細かな欠点や

凹に目が向きがちで（狭目天）、よさを引き出し伸ばすことより減点法で学習当事者を見が

ち（減短天）で、ともすると、生活・学習環境の醸し出す「アフォーダンス」の有意味性

を後回しにしがち（亡国天）であることに、自戒を込めて気づかせていただいた。 
しかも「曼荼羅 Mandala」の中心には、対象とする学習当事者を据え、常にその四天王

が表象するメタファーを意識しつつ、時空間を超えた大小の生活・学習世界を想定するこ

とになっていった。 
カリキュラム（とりわけ単元や本時）の中心部に学習当事者が抱え愛す問いやねらいが

位置付けられ、小文字の「e」の字のごとくデザインし、linear（直線的）な展開ではなく、

円環ないしは楕円環（注２）上をスパイラルに展開する「e-カリキュラムデザイン」の方法

を単に無機的なシートと言わず、あえて「曼荼羅 Mandala」の概念を取り込み、継承した

いと考えている。 
なお、具体的な「e-カリキュラムデザイン曼荼羅」の事例は、４ 学生の研修校等にお

ける活用実践事例 を参照されたい。 
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３ 大学院の講義・ における活用実践事例

 
⑴  シラバスを曼荼羅化した「全体計画曼荼羅シート」 

図２は、筆者（今井）が一回目の講義の際に学生に配布した全体計画の曼荼羅シートで

ある。選択科目について学生は、履修便覧を参照して自分で授業を選んでいる。履修便覧

には、「到達目標」「授業の概要」「授業計画（授業形態）」「テキスト、参考書」「学生に対

する評価」等が記入されている。図の曼荼羅による授業計画は、15 回の授業の予定をアナ

ログ時計の時間軸方向で読み取ることができる。中心部には、授業で学生に身に付けても

らいたいゴールを配置している。また、授業で求めるレポート課題や評価の観点も示せる。

履修便覧とは違う視点で、授業の時間的な流れを意識し、具体的な内容をコンパクトに、

A４判用紙一枚にまとめて学生に提示することができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図 「講義全体計画曼荼羅」 

 
       

 
 
 
 
 

図 講義の全体計画 (2017.4.14) 
 
 

図２ 全体計画曼荼羅シート例（ ）
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⑵  学習指導計画をデザインした「学習指導計画曼荼羅シート」 
図３は、筆者（今井）が一コマの学習をデザインした学習計画曼荼羅シートである。全

体計画に基づいて、それぞれの授業で学習計画を曼荼羅でデザインして、15 回の授業を

進めている。デザインの様式は、記載の図は楕円であるが、円でも四つの枠を持つ四角

形でも可能である。円だと、完全で欠けるところがないセンスでデザインされたように

感じ、楕円だと、横軸と縦軸の長さが違うので、ソフトな感覚のデザインとなっている。

尚、円や楕円であるとアナログの時計を連想しやすいので、時間的な流れを意識しなが

ら授業を進めることができる。曼荼羅シートは同じ面積で四つのフレームに分かれてい

るが、時間配分は一コマを四等分しているわけではなく、授業にメリハリを付けてデザ

インしている。 
この曼荼羅シートには、授業におけるキーワードや授業時間に必ず伝えることを取り出

して示している。こうすることで、学生に伝えなければならないことを教師が忘れること

が無いような配慮となる。授業は予定時間通りに初めて、時間通りに終わることが大切で

ある。そのため、この時間の流れに沿った曼荼羅シートの利点として、適宜このシートに

時間配分を記入できるので、時間管理が容易であることが挙げられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
図３ 学習指導計画曼荼羅シート例
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⑶  学生と共有した「学習指導計画曼荼羅シート」 
図４ は、筆者（今井）が学習計画シートを学生に配布し、共通認識を持たせ進めるも

のである。シートの中心に、授業の予定を示す曼荼羅を書き、外側に本時の目的や次回の

連絡が記載されている。この図には記載されていないが、重要な事項をメモする枠を配置

したシートもある。授業の目的や内容によって、曼荼羅を補完する枠を自由に配置するこ

とも可能である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

       
 
 
 
 
 
 

図４ 学生と共有した学習指導計画曼荼羅シート

カリキュラムデサインのための曼荼羅シートの特徴は、➀学習環境を一枚で表しいるこ

と。②その学習環境を、時間軸を持って平面的に表していること。③曼荼羅の中心に、学

習のゴールが位置していること。④四つに仕切られた象限は、それぞれ役割を持ているこ

と。また、⑤その四つの象限は、互いに補完し合っていること。そして、⑥その外側に、

学習を補助するものが位置していることである。曼荼羅シートは、学習の目的（ゴール）

や時間的な流れ（時間のコントロール）、内容と方法（学習展開）を明確にして進めること

ができる。さらに、円や楕円を同心円的に三重、四重にすることや曼荼羅の外側に枠を設

けるなどすると、教材や評価の領域や補助的な事項等を加えることも可能となる。 
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４ 学生の研修校等における活用実践事例

 
⑴  学生による単元のデザインと生徒のための学びの見通し 

図５は、岡部裕太（M2）が課題研究の検証授業のために作成した Word 版の単元計画シ

ート（e-カリキュラムデザイン曼荼羅）である。このシートは、単元のデザインだけでは

なく、2017 年 9 月 6 日、単元の第１時に生徒たちへ配布し、これから学ぶ単元を貫く問

いやゴール、展開過程の見通しを持つよう促した。 

 
図５ 学生による単元デザインと生徒のための学びの見通し

また、岡部は本時が終わるごとに生徒の「学びの履歴」を「単元計画シート」に書き込

み、「単元記録シート」としを更新を重ね、次時に配布し共有させていった。（図６）

 
図６ 「学びの履歴」としての曼荼羅シート（ 第４時配布）
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⑵ 授業参観の記録としての活用 
図７は、老子卓冶（M1）が、2017 年７月 16 日、筑波大学附属小学校・夏坂哲志教諭の

算数「単位量あたりの大きさ」（小５）の研究授業を参観したときの記録である。老子は、

通常のノートに「e-カリキュラムデザイン曼荼羅」のフォーマットを手書きし、時計回り

に起・承・転・結の順に記録を取っている。図７では判別できないが、老子は、授業者の

発言(黒)、板書(青)、生徒の発言(赤)、その時観察者が感じた・考えたこと(緑) の 4 種類で

記録した。また、最初は中心部を空白にしたまま記録をとり進め、授業後に「いつの間に

か算数の授業になってる（子どもは算数感がない）」と記録している。ここには今後老子が

授業をするときに生かしたいことなどを抽出し記述している。 
授業の観察記録の方法は多様である。❶ 音声や動画で記録し後日プロトコルに起こし

たり、❷ 参観しながらプロトコルをライブレコーディングしたり、❸ 当日配布された学

習指導案にメモを書き込んだりする。❶は、正確性は担保されるが、時間を要したり、❷

は、即時性はあるが、職人技を要したり、❸簡便ではあるが、記録の断片性から抜け出す

ことは困難である。曼荼羅シート（e-カリキュラムデザイン曼荼羅）は、単にカリキュラ

ム（単元や本時）のデザインをするときのツールだけではなく、授業記録のツールとして

も援用できる。曼荼羅シートを援用した記録は、精緻な逐語記録にはならないが、即時性

と俯瞰性が担保されるので、観察記録の第❹の方法として有効性である。 
 

 
図７ 授業参観記録としての曼荼羅シート
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⑶ 校内研修デザインへの活用 
図８は、筆者（成田）が、2017 年 12 月 12 日に Y 市立 I 中学校で行われた小中合同研

修会の講師をしたときの「e-カリキュラムデザイン曼荼羅」である。これは、パワーポイ

ントの「挿入＜SmartArt<マトリックス」を使って描いたものである。２の⑵で述べたよ

うに小文字の「e」の字を書くような順番でデザインをし、当日はこの曼荼羅シートを配布

し、時計回りに起・承・転・結に沿って研修プログラムを実施していった。 

 
図８ 校内研修プログラムデザイン曼荼羅図

曼荼羅シートの形状は、円形・楕円形・長方形など多様ではあるが、中心部にカリキュ

ラム（単元や本時）を貫く問いやねらいが据えられ、デザインの際も実践の際も常に問い

やねらいを目視確認しながら実践するという基本的コンセプトは共通している。 
特に、「e-カリキュラムデザイン曼荼羅」は、教科・領域をも超える本質的（で根源

的）な問い（Essential Questions：EQs）、単元を貫く問い（Unit Question：UQ）を定

め、学習者が可能限り自分ごととして学びに向かう意識や態度を引き出す動機付けのため

の導入を工夫し、単元や本時の学びをさらに拡張・深化させるための「ふりかえり（観

想・省察）」の時間と方法を確保・選択したうえで、展開を詰め考えるために有効なツー

ルとなると思われる。また、新しい学習指導要領がめざす児童生徒の「主体的・対話的で

深い学び」を引き出すために、そして、教科横断的なカリキュラムのデザインを行うため

の基礎的・基本的なツールになりうると思われる。 
 
５ 成果と課題及び展望

 
１ 問題の所在と研究の目的に示したように、本研究の目的は、新しい教育学・カリキ

ュラムデザイン論をもとに、新学習指導要領が強調する「主体的・対話的で深い学び」と

「カリキュラム・マネジメント」に向かうために、極めてシンプルかつ奥の深い「予察

案」としての「単元・本時のデザインシート」の開発し、その具体的実践について例証を

することであった。 
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⑴ 成果 
本学教職大学院において、カリキュラム（単元及び本時の）デザインのための「曼荼羅

Mandala シート」の開発と実践を行うことができたのは、二人の筆者がそれぞれにファシ

テータートして名高い中野民夫・三田地真実両氏とつながりがあったったからにほかなら

ない。そして、筆者がそれぞれに担当してきた教職大学院の講義のシラバスデザインや講

義・WS デザインに「曼荼羅シート」を活用してきたからである。 
さらに、この数年間は個別に活用実践等をしてきたが、2017 年度に特命教授室で共に実

践を語り合う機会を得たことは大きい。単に筆者同士の共通理解・共通認識が強化された

だけではなく、岡部裕太や老子卓冶をはじめとする複数の学生たちが単元や本時のデザイ

ン及び学習者との共有、授業記録などに曼荼羅シートを援用しはじめたことである。 
また、ある現職院生は、「e-カリキュラムデザイン曼荼羅」を課題研究における質的研究

のデザインに援用した。さらに、別の現職院生は、所属の S 県教育委員会に「e-カリキュ

ラムデザイン曼荼羅」とその活用法を紹介し、好評を得たとの報告もある。 
カリキュラムとは、単に計画だけではなく、実施・実践し、点検・評価・改善を行うプ

ロセスに存在するものであり、いわゆる P・D・C・A 等のサイクル上を走るものである。

そうした文脈を俯瞰できるカリキュラム・マネジメントのツールとして「曼荼羅シート」

は、予察的デザイン・学習者との共有ツール、記録のツールとしても有効である。特に、

学習当事者が「主体的・対話的で深い学び」に向かうためには、単元や本時を俯瞰し見通

しを持ち、また振り返ることが重要である。その意味で、A4 判１枚で単元や本時を俯瞰で

きる「曼荼羅シート」が学習当事者の手元にあることは極めて重要であろう。 
また、学校等で行われる研修のデザインのツールとして、また、研修を俯瞰し見通すた

めのツールとして有効である。紙幅の関係で今回は掲載する事はできなかったが、東京都

杉並区立西田小学校では、校内研修の年間計画等を「プログラム曼荼羅図」（三田地氏考案）

に描き、可視化し教職員で共有する試みをしている。 
⑵ 課題と展望 

いわゆる学習指導案（教案・指導案）の作成文化が長く続いてきたため、それを否定し

「曼荼羅シート」（e-カリキュラムデザイン曼荼羅）に置き換えることは極めて困難なこと

である。しかし、新学習指導要領の「主体的・対話的で深い学び」と「カリキュラム・マ

ネジメント」が強く求められる昨今、むしろそれが追い風となって、カリキュラム（単元・

本時）デザインのためのシンプルなツールとして、また、計画だけで終わらないカリキュ

ラム（単元・本時）の実践記録のためのツールとして援用される可能性があるのではない

だろうか。 
そのためにも新しいカリキュラムデザインの理論に裏打ちされた「e-カリキュラムデザ

イン曼荼羅」の援用を紹介・普及するための推進機関を立ち上げる必要があろう。 
2017 年 4 月 15 日、今井文男を理事長、成田喜一郎が代表として「e-カリキュラムデザ

イン曼荼羅（略称：e-カリ曼荼羅）普及会」を立ちあげた。現在はまだ数人の会員しかい

ないが、今後、会員を拡大し、実践事例を収集したり効果検証を行ったりしていきたい。 
 
（注１）：「本質的（で根源的）な問い（Essential Questions , 深くて永く続く問い）」に

ついては、ぜひともウィギンズ／マクタイ（2010）を参照されたいと思うが、とりあえず
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学校現場の文脈で解釈した「本質的（で根源的）な問い」については、成田（2017a, 2017b, 
2018）を参照されたい。 
（注２）：「曼荼羅 Mandala」の形状が「円」だけではなく、「楕円」を視野に入れている

のは、そもそも中心点が２つある図形であるという数学的な定義にある。それに加えて、

「楕円」には、これまで内村鑑三「楕円の思想（神と人間）」、大平正芳「楕円の哲学（納

税者と徴税者）」を始め、多くの識者によって語られてきた哲学的概念が秘められているか

らにほかならない。大平正芳の「楕円の哲学」については、福永文夫（2008）を照された

い。 
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